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令和２年度ＪＡグループ施設事業優績組合が決定
表彰状授与式は各ＪＡ会場にて

食と農のクラウドファンディング「ＡGRISSIVE!」に「ぎゅっと、神奈川みかん」登場

子どもたちの給食費を県内の生産者に還元
県内市町村の給食に「神奈川県産炒め玉ねぎ」

～応援購入で生産者の想いに触れよう～

　生活課は「農協直売所　炒め玉ねぎ」の業務用規格
（1kg）を新たに追加、９月より神奈川県学校給食会へ
供給を開始した。
　本商品はもともと県内生産者の手取り向上を目指
し、市場流通に向かない２Ｌ・３Ｌ規格の大玉タマネギの
活用を目的に開発された。家庭で作るには手間と時間
のかかる飴色タマネギを手軽に楽しんでもらうコンセ
プトを持ち、常温で保存できるのも便利な商品である。
県学校給食会では以前より他県産の冷凍炒め玉ねぎを
使用していたが、本会と情報交換をする中で「農協直
売所　炒め玉ねぎ」に興味をお持ちいただき、「神奈川

県産に切り替え出来
るのであれば」とい
う要望から供給が実
現した。
　今期分で2.6トン

（加工後ベース）を供
給予定。冷凍品から
常温品に切り替わっ
たことで扱いやすくなったと好評であり、「今後、市町
村給食会に商品を浸透させ、年々使用量が増やせるよ
う提案していきたい」と生活課は抱負を話す。

　施設部はこのほど、令和２年度ＪＡグループ施設事業
優績組合を決定した。表彰状が、同年度に優秀な成績
をおさめた県内ＪＡ・ＪＡ子会社やＪＡ支所・支店に授与
された。例年、神奈川県内で表彰式典を開催していた
が、昨年同様新型コロナウイルスの感染拡大防止の観
点から中止となった。
　その代替として全農かながわ 根本芳明県本部長が
特別優秀賞や優秀賞、優良賞、努力賞を受賞した９ＪＡ
を訪問した。中でも特別優秀賞を受賞した４ＪＡにはＪ
Ａグループ神奈川 大川良一会長（横浜は平本光男副会
長）にも臨席いただき、会場では役職員がソーシャル
ディスタンスを保ちながら見守る中、各ＪＡ組合長へ表
彰状を手渡した。
　主な表彰受賞ＪＡおよび子会社は次のとおり。

　施設部では今後も「資産管理事業の総合事業として
の日常化」の周知・浸透、「経営のメンテナンス」の取
り組み強化に取り組んでいく。

　応援購入ページでは
本商品の開発への熱
意、製造のこだわり、
そして生産者の想いを
発信する。本取り組みにより商品ＰＲにとどまらず産地
も応援してもらえるようなファン作りを目指す。
　生活課担当者は「商品だけでなく、その先にいる生産
者や産地を知って応援してもらえたら嬉しい」と話す。

【プロジェクト概要】
◆ プロジェクト名：知られざる逸品！みかん

ジュース「ぎゅっと、神奈川みかん」 ～そ
の製法やこだわりを知ったとき、あなたは
きっと飲みたくなる～

◆目標金額：1０万円（Ａll in型）
◆募集期間：令和３年９月６日～1０月2４日
◆ リターン品：「ぎゅっと神奈川みかん」
　　　　　　　5００ml×2本入（税込2,5００円）
◆リターン品発送：11月上旬～

　生活課は9月6日～1０月2４日までの間、食と農のク
ラウドファンディングサイト「ＡＧＲＩＳＳＩＶＥ ！（アグ
リッシブ）」にて県産みかん1００%ジュース「ぎゅっ
と、神奈川みかん」の応援販売を実施する。
　「ＡＧＲＩＳＳＩＶＥ ！」とは全農グループの全農ＥCソ
リューションズ(株)が開設した食と農に特化したクラ
ウドファンディングサイトである。自然災害で被災し
た産地・生産者の農畜産物の応援購入プロジェクト、

新規作物の栽培に
チャレンジしたい
生産者や六次産業
化商品を開発した
い 事 業 者 の プ ロ
ジェクトなどを、
ク ラ ウ ド フ ァ ン
ディングを通して
応援していく。

特別優秀賞のＪＡさがみ

特別優秀賞のＪＡ横浜　※撮影時のみマスクを外しました

生産者インタビューにご協力いただいた
野地廣行さん（ＪＡかながわ西湘）

施設事業優績表彰

特別優秀賞

ＪＡ横浜（（株）ＪＡ横浜協同サービス）
ＪＡセレサ川崎（セレサ不動産（株））
ＪＡさがみ（さがみ協同開発（株））
ＪＡ相模原市（くみあい商事（株））

優秀賞 ＪＡよこすか葉山（（株）コンサルタント協同）
ＪＡあつぎ（厚農商事（株））

優良賞 ＪＡ湘南（平塚くみあい商事（株）、いせはらクミアイ産業（株））
ＪＡはだの（（株）協同コンサルトはだの）

努力賞 ＪＡかながわ西湘（ＪＡかながわ西湘不動産（株））

・発 売 日：令和３年９月29日（水）　　 　・内 容 量：３４０ml
・種類別名称：リキュール（発泡性）　　　　　・賞 味 期 間：１年間常温保存可能品
・価 　 格：19８円（税込21７.８０円）　　　・原料供給元：かながわ西湘農業協同組合
・ 県が12年の歳月をかけ開発した湘南ゴールド。素材の味と香りを活かすため、ストレート果汁

を贅沢に使用しました。爽やかな香りと甘酸っぱい味わいが引き立つサワーです。

新商品「湘南ゴールドサワー」
県内のセブン－イレブン約700店舗で販売

ＪＡ施肥マイスター研修会を開催
生産現場での課題解決を目指し「施肥のプロ」養成

　生産資材課は9月2７日、延べ４日間にわたって行わ
れた令和３年度ＪＡ施肥マイスター資格取得講習会カ
リキュラムを終了した。
　ＪＡ施肥アドバイザー資格を有する県内ＪＡ営農指導
員・ＴＡC担当者ら11人が参加し、座学や実習を通して
土壌診断・改良から処方箋作成、施肥指導など生産現
場での課題解決を想定した研修に取り組んだ。最終日
には認証試験が行われ、これに合格すると「ＪＡ施肥マ
イスター」に認定される。
　県内では土壌分析に基づく適正施肥が農産物の品質
や収量において重要である認識がある一方で、土壌分
析結果が活用されるまでに至っていない現状がある。
また、生産者からの要望は、近年高度化・専門化して
おり、営農指導には総合的な施肥診断技術を身に付け
た人材が求められていることから、平成2７年度にＪＡ
施肥アドバイザー・マイスター資格認証制度を制定し、
今年で７年目を迎える。

　「アドバイザー」は土壌診断
結果や処方箋を読み解く力の
習得を目指すのに対し、「マイ
スター」は診断結果を活用し
適性施肥に向けた処方箋作成
と、農家に分かりやすい説明
ができる人材の育成を目指
す。生産資材課ではＪＡ施肥マ
イスター資格取得者による研
究会も発足し、技術の維持向
上や情報・課題共有のプラットフォームとして運営。
県内農業の発展へとつなげたい考えである。
　生産資材課は「研修全般で得た知識を生かし、生産
者への説明および施肥提案するため、昨年より施肥マ
イスターの方と連携した土壌診断検討会の開催をすす
めている。今後は、この取組みを広げていきたい。」と
今後の意気込みをコメントした。

市販品は県内ＪＡ直売所で販売中

応援購入は
こちらから


